
データ ロガー LR8101, LR8102
DATA LOGGER LR8101, LR8102

バッ テリ ー充放電試験向け 

ソリューショ ン

バッ テリ ーパッ ク は、 多く のバッ テリ ーセ ルが直列に接続し て 構成さ れて います。 セ ルの特性のばら つき

によってバッ テリ ーパッ ク 全体の性能低下を 招く ため、 セ ル単位で 電圧や温度の挙動を 把握する こ と は、

極めて重要で す。

一方、 電気自動車に搭載する バッ テリ ーの高電圧化が進んで いま す。 バッ テリ ーの電圧は 4 0 0  V から

8 0 0  V へ実用が進んで おり 、 こ のよう な 高電圧バッ テリ ーパッ ク の充放電試験でバッ テリ ーセ ルの電圧

や温度を 安全に測定するためには、 計測器の対地間電圧と モジュール間電圧が重要になり ます。

Product Concept

高電圧バッ テリ ーパッ クの各セルデータ 取得に最適

•  対地間最大定格電圧 D C  1 5 0 0  V（ CAT II） 絶縁

•   10  m s サンプリングで 1 5 0 0 c h 測定 

（ 2 0  m s サンプリ ングで 3 0 0 0 ch 測定）

•  最速 5  m s ごと データ 出力で H ILS に対応

製品特長
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正確な

計測

高速な

出力

電圧、温度測定

リ アルタ イムデータ

データ ファ イル

火災や損傷を防ぐために、セル

の電圧と 温度の異常をシステム

へ送信

B M S設計やバッ テリ ーシステ

ムの熱設計のための、テスト レ

ポート や解析データに統合

保護・ 制御

データ 解析

システム規模に合わせて 

3 0 0 0 chまで拡張できる

高電圧バッ テリ ーの全セル電圧を 

安全に計測できる

U D P出力によって最速5  m sごと

リ アルタ イムにデータ を出力

0 20 1 0 3

モジュール拡張型で15 chから

3 0 0 0 chまで対応

EN  IEC 61010  安全規格に準拠した

DC 15 0 0  V CAT IIの絶縁性能

バッ テリ ーセルのラ イブデータ を

H ILSや保護機能のト リ ガーに利用

データ ロガー本体 計測モジュール

+

10 台まで接続可能

本製品は、データ ロガー本体と

計測モジュールを組み合わせて

測定し ます。

製品構成

データ ロガー

LR8101 , LR810 2

バッ テリ ーセル

スタ ッ ク セル

導入メ リ ッ ト

o r

基本機能モデル 高機能モデル 15 ch 3 0 ch

o r
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汎用的なデータ 収集に 

必要な基本機能を搭載

6 0 0  V〜15 0 0  Vのシステムに

最高 5  m sサンプリ ング

1台で 最大15 chまで測定

大規模システムやリ アルタ イム 

シミ ュレーショ ンに対応

データ ロガー

LR8101

電圧・ 温度モジュール

M 7 10 0

データ ロガー

LR810 2

LA N で
PC へデータ 転送

温度 温度

高速データ 転送のための 
豊富な通信インタ ーフェ イス

1 つのユニット に 10 台の 
計測モジュールを接続

LAN で 
PC へデータ 転送

1 つのユニット に 10 台の 
計測モジュールを接続

電圧 電圧

最大 10 台のメ インユニット
のサンプリングを同期

最大モジュール接続台数

（ 計測モジュール）

10 台

（ M 710 0 , M 7 10 2 ）

10 台

（ M 7 10 0 , M 7 10 2 ）

最大同期可能台数 ー 10 台（ 光接続ケーブルが必要 )

最大計測チャネル数

（ データ 更新間隔）

・ 8 0 ch（ 5  m s サンプリ ング）

・ 15 0 ch（ 10  m s サンプリング）

・ 3 0 0 ch（ 2 0  m s サンプリ ング）

・ 8 0 0 ch（ 5  m s サンプリング）

・ 15 0 0 ch（ 10  m s サンプリ ング）

・ 3 0 0 0 ch（ 2 0  m s サンプリ ング）

通信インタ ーフェ イス LA N1 LA N1 , LA N 2 , CA N

L A N  1

 （ 通信コ マンド , データ ダウ

ンロード ） 

Lo g g e r U tility によるデータ 収集、 記録条件設定 , 通信コマンド による設定、 記録制御 , FTP サーバー機能 ,  

FTP クラ イアント 機能 , H TTP サーバー機能 , XCP o n  E th e rn e t（ TCP）

L A N  2

 （ リ アルタ イムデータ 出力）
ー

・ U DP による最速 5  m s 更新のデータ 出力

・ XCP o n  Eth e rn e t（ U DP）

CA N

 （ リ アルタ イムデータ 出力）
ー CA N /CA N  FD による最速 5  m s 更新のデータ 出力

外部制御端子 パルス / ロジッ ク入力 , 外部サンプリ ング入力 , 外部入出力（ 4 ） , 警報出力（ 4 ） , CA N インタ ーフェ イス（ LR810 2 のみ）

本体は2 つのタ イ プ から 選

択で き ま す。 計測モ ジュ ー

ルを1 0 台以上使いサン プ

リ ング同期し たい場合は、

LR810 2 が複数必要です。

計測モ ジュ ールは、チャ ネ

ル数や必要なモジュール間

/対地間最大定格電圧に応

じ て選択できます。

ラインアップ

基本機能モデルデータ ロガー

計測モジュール 最大 1 5 0 0  V

高機能モデル

6 0 0  V以下のシステムに

最高 10 m sサンプリ ング

1台で最大3 0 chまで測定

電圧・ 温度モジュール

M 7 10 2

最大 6 0 0  V

計測チャネル数 15 ch 3 0 ch

最速データ 更新周期 

( 使用可能なチャネル数）

5  m s （ 1ch  - 8 ch） * 電圧のみ

10  m s to  10  sec （ 9 ch  - 15 ch）

10  m s（ 1ch  -15 ch）

2 0  m s to  10  sec（ 16 ch  - 3 0 ch）

計測項目 電圧 , 温度（ 熱電対） 電圧 , 温度（ 熱電対）

計測レンジ ( 電圧） 電圧 : 10  m V f .s . to  10 0  V f .s . 電圧 : 10  m V f .s . to  10 0  V f .s .

分解能と 精度 6 V レンジ使用時 6 0  μV 分解能 , ±3  m V 確度 6 0  μV 分解能 , ±3  m V 確度

入力抵抗
10 0  M Ω 以上（ 10  m V - 6  V レンジ）

1  M Ω ±5 %  （ 10  V  - 10 0  V レンジ）

10 0  M Ω 以上（ 10  m V - 6  V レンジ）

1  M Ω ±5 %（ 10  V - 10 0  V レンジ）

最大入力電圧 DC ±10 0  V DC ±10 0  V

チャネル間最大電圧 DC 3 0 0  V DC 3 0 0  V

モジュール間最大定格電圧 DC 15 0 0  V, AC 10 0 0  V DC 6 0 0  V, AC 6 0 0  V

対地間最大定格電圧
DC 15 0 0  V, AC 10 0 0  V

（ CAT II）

DC 6 0 0  V, AC 6 0 0  V

（ CAT II）
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各セルの充放電特性の把握

セルバランス検証

熱マネジメ ント 評価

H ILS による性能評価

テスト システムの異常検知

アプリ ケーショ ン
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構成例

高速CPU システムLR8 10 2  +  M 7 10 0

M a x . 8 0 0 ch

出力速度： 5  m s

リ アルタ イムデータ 出力

LA N（ U D P）

計測条件 構成

4 0 0 ch

サンプリング速度 : 5  m s（ 電圧） 、10  m s（ 温度）

通信 I/F : L A N 2

通信プロト コ ル : U DP

・ データ ロガー LR810 2  × 4

・  電圧・ 温度モジュール M 710 0  × 3 9  

電圧用2 0 0 chはM 710 0  × 2 5  (8 ch/台) 

温度用2 0 0 chはM 710 0  × 14  (15 ch/台) 

・ 光接続ケーブル L6101  (1  m ) × 3

・ 光接続ケーブル L610 2  (10  m ) × 1

* 複数台の機器の設定を同時にするためにはハブおよび本体の台

数分のLA N ケーブルが必要です。高速で大量のデータ を転送し ま

すのでカテゴリ 7のケーブルを推奨し ます。

合計  4 0 0 c h 電圧,  温度

次世代型の高電圧バッ テリ ーテスト システムと の連携例

8 0 0  Vを超えるバッ テリ ーパッ クのシステム構築

最速5  m sごとリ アルタ イム

にデータ を出力できるU D P

出力の使用により 、リアルタ

イムシミ ュレーショ ンのテス

ト システム能力が向上します。

標準的な4 0 0  Vのバッ テリ ーパッ クと 、すでに実用化が進んでいる8 0 0  Vのバッ テリ ーパッ クの測定に対応できる構成を

ご紹介します。

充放電試験器LR8 101  +  M 7 10 2

出力速度（ *1）： 2 0 0  m s

データ 出力

LA N（ コマンド ）

合計  2 1 0 ch 電圧,  温度

充放電試験器と の連携例

4 0 0  Vバッ テリ ーパッ クのすべてのセル情報を取得

データ 転送速度の改善によ

り 、計測データ の時間同期

性が強化さ れ、充放電試験

器との連携性が向上します。

*1 : 10 0  m sのと きは本体1台当たり15 0 ch（ M 7 10 0 を5 台)まで

計測条件 構成

210 ch  (3 0 ch  × 7モジュール)

サンプリング速度: 2 0 0  m s

通信 I/F: L A N1

通信プロト コ ル: TCP (通信コマンド )

・ データ ロガー LR8101  × 1

・ 電圧・ 温度モジュール M 710 2  × 7

・ LA N ケーブル 9 6 4 2  × 1
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Module 1

Module 3

Module 2

バッ テリ ーパッ クを構成する各セルの電圧や、電極の温度を測定する際、対地間（ 入力チャネル-大地間）

や、計測モジュール間には高電圧が印加さ れます。

電圧・ 温度モジュール M 710 0 は、新規設計の絶縁ト ランスにより 、入力チャネルと 大地間でDC 15 0 0  V

の絶縁を実現しています。定常的な高電圧だけでなく 過渡的な電圧サージにも 耐える、安全性と 信頼性

を保証し ます。国際規格 EN  IEC61010 に準拠しており 、バッ テリ ー測定時の安全要求に応えます。

EN  IEC6 1010 に準拠し た安全設計

LR8 10 1 , LR8 10 2 は、バッ テリ ーテスト システムの組み込みに最適なデータ ロガーです。

バッ テリ ーパッ クの充放電試験時に、各セルの電圧や温度データ を取得し 、包括的にバッ テリ ー特性を把握できます。

バッ テリ ーの各セル電圧自体は約4  Vと 低く ても 、現在実用化さ れている8 0 0  Vのバッ テリ ーパッ クの各セル電圧を安全に測定するためには、対地間最大定

格電圧DC 8 0 0  V以上の計測器が必要です。

電圧・ 温度モジュール M 710 0 は、対地間最大定格電圧が15 0 0  Vのため、8 0 0  Vのバッ テリ ーの試験に余裕を持って安全に対応できます。

また、8 0 0  Vを超える次世代バッ テリ ーパッ クや、10 0 0  Vを超えるESS（ 電力貯蔵システム） の各セル電圧や温度の測定にも対応できます。

｜  導入メ リット   0 1   ｜

高電圧バッ テリ ーの全セル電圧を安全に測定できる

モジュール間/対地間最大定格電圧

D C  15 0 0  V（ CAT   II） 絶縁 

Module 2

Module 1

対地間最大定格電圧

M 7 1 0 0： D C 15 0 0  V　 A C 1 0 0 0  V  (C AT II)

M 7 1 0 2： D C 6 0 0  V　 A C 6 0 0  V  (C AT  II)

モジュール間最大定格電圧

M 7 1 0 0： D C 15 0 0  V 　 A C 1 0 0 0  V

M 7 1 0 2： D C 6 0 0  V 　 A C 6 0 0  V

モジュール内のチャネル間最大定格電圧

D C 3 0 0  V
モジュールの混在について

注意： バッ テリ ーパッ ク などの直列に接続さ れた測定対象に対して、

異なる計測モジュールを混在さ せて使用する場合、モジュール間最大

定格電圧は低い方の計測モジュール仕様が適用さ れます。
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M 7 1 0 0  : 1 5 ch

M 7 10 2  : 3 0 ch

本体1台と  

モジュール1台の場合

M 7 10 0  : 1 5 0 ch

M 7 10 2  : 3 0 0 ch

本体1台と  

モジュール10 台の場合

M 7 10 0  : 1 5 0 0 ch

M 7 10 2  : 3 0 0 0 ch

本体10台と  

モジュール10 0台の場合

M 7 10 0  : 5 4 0 ch

M 7 10 2  : 1 0 8 0 ch

標準的なラッ クに入る 

本体6 台と  

モジュール3 6 台の場合

省スペースでチャネル数を拡張可能

測定に必要な測定チャネル数に応じ て、柔軟に拡張できます。

計測モジュ ールを1 個から 装着でき るため、 最小のスペースで設置できます。

データ ロガー LR8101 , LR810 2 は計測モジュールと 組み合わせて使用し ます。1台で3 0 ch 測定できるM 710 2 を10 台接続すれば、本体1台で3 0 0 chま

で測定できます。さらに高機能モデルのLR810 2は、本体同士をオプショ ンの光接続ケーブルで連結すること で10 台の本体のサンプリ ングを同期し 、最大

3 0 0 0 chまで測定チャネルを拡張できます。

｜  導入メ リット   0 2   ｜

システム規模に合わせて最大3 0 0 0 ch まで拡張できる

多チャネル計測に対応

最大3 0 0 0 ch 同期計測できる

本体間サンプリ ング同期 L A N 接続　 接続概念図

オプショ ンの光接続ケーブル L6101またはL610 2 で、本体をデイジー

チェ ーン接続すること で、10 台までのサンプリ ング同期測定ができます。

本体台数分の光接続ケーブルが必要です。

LR 8 1 0 2 のみ対応

本体3 台の同期測定例

L A N1

L A N 2

設定

H U B
L A N1

L A N1

データ 出力
LA N1（ コマンド ）

データ 出力
LA N 2（ U DP）

複数台の機器の設定、データ 取得にはハブおよび本体の台数分の

LA N ケーブルが必要です。

LR 8 1 0 2 のU D P出力用のL A N について

・  L A N 2 ポート からデータ 出力する場合は、さら にL A N ケーブル

が1本必要です。高速で大量のデータ を転送し ますのでカ テゴ

リ 7のケーブルを推奨し ます。

・  U D P出力の場合でも 、機器の設定用に各本体のL A N1にL A N

ケーブルを接続する必要があります。
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5 ms

U DP出力、CA N 出力、XCPo n Ethe rn e t出力（ いずれも LR810 2 のみの機能） を 使用すると 、最速5  m sごと にデータ を出力できます。

ご利用の環境によって動作条件に制限がかかる可能性があります。条件の詳細については、弊社ウェ ブサイト に掲載している取扱説明書でご確認く ださ い。

データ 出力について

出力手段 Lo g g e r  U t i l it y
通信 

コ マンド
U D P 
出力

CA N 出力 X C P o n  E th e r n e t

最短サンプリ ング周期 10  m s 10 0  m s 5  m s 5  m s 5  m s

扱える本体台数
（ サンプリ ング同期できる台数）

5 台 10 台 10 台 10 台 10 台

扱う こ と ができ る最大入力チャ
ネル数

（ サンプリ ング同期し たチャネル数）

6 0 0  ch 1 5 00 ch  
（ 1 00  m s）

1 台あたり 15 0 ch  
（ 5 モジュ ール） まで

3 0 0 0ch  
（ 2 00  m s）

1 台あたり 3 00 ch  
（ 1 0 モジュ ール） まで

8 00 チャ ネル 
（ 5  m s）

1 5 0 0 チャ ネル 
（ 10  m s）

3 0 0 0 チャ ネル 
（ 20  m s）

15 0 チャ ネル 
（ 5  m s）

30 0 チャ ネル 
（ 10  m s）

60 0 チャ ネル 
（ 20  m s）

（ CAN  FD 1Port で受信
する場合の参考値）

8 0 0 チャ ネル 
（ 5  m s）

1 50 0 チャ ネル 
（ 1 0  m s）

3 00 0 チャ ネル 
（ 2 0  m s）

（ LAN2 の場合）

出力ポート LA N1   − −  

LA N 2 − −  −  

CA N − − −  −

サンプルプログラムの 
入手方法

・ 付属の DVD に搭載
・ 弊社ウェ ブサイト から

最新版を入手可能 （ *1）

・ 取扱説明書（ 付属の DVD
に搭載） にサンプルプ ログ
ラムを掲載

・ Seq u en ce M ake r （ *2 ）

・ 付属の DVD にサンプ
ルプログラムを搭載

− −

*1 : h ttp s://w w w .h io k i.co .jp /jp /sup p or t/so f tw ared ow n lo ad /　 *2 : h ttp s ://seq uencem ak er.h io k i.com /ja/

充放電試験器のデータと の同期性向上

例えば、充放電試験器で取得したバッ テリパッ クの総電圧データとの時

間差を最小にでき、充放電特性の包括的な分析力向上に貢献します。

測定データ を高速で受け渡し ながらシミ ュレーショ ンするH ILSのよう な試験システムに組み込むこと ができます。

｜  導入メ リット   0 3   ｜

U D P出力によって最速5  m sごとリアルタイムにデータ を出力

LR 8 1 0 2

充放電試験器

バッ テリ ー リ アルタ イ ムシミ ュ レータ

測定データ を リ アルタ イ ム出力

充放電指令充放電

電圧測定

温度測定

電力（ 総電圧、 総電流）

LR 8 1 0 2 のみ対応

H ILSと 連携し たシミ ュレーショ ン試験に対応

測定したデータ を 使って、バッ テリ ー関連制御のシミ ュレーショ ン開発

を行う 際に、高速に測定データ をシステムに受け渡すこと が必要です。

LR810 2 は、U DPを 使って最速5  m sごと に1データ ずつ出力できるた

め、H ILSと の連携にも 最適です。

https://www.hioki.co.jp/jp/support/softwaredownload/
https://sequencemaker.hioki.com/ja/
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記録間隔 同時記録 接続台数 接続方法

10  m s 6 0 0 ch 5 台まで LA N1 ポート

LAN

最速1 0  m sでデータ をPC に収集

Lo g g e r   U t i l it y

Lo g g e r  U til ity

付属ソフト ウェ ア

測定値を波形で解析

Lo g g e r  U tilityで充放電特性を確認できます。

充放電特性の波形例

充電上限電圧に達する時間がセルにより ばら つき があるこ と がわかり ます。

放電終止電圧に達する時間がセルにより ばら つき があるこ と がわかり ます。

パッ ケージ温度がセルにより ばら つき があるこ と がわかり ます。

1

2

3

1

2

3
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8 0  m m

16 6  m m

2 3 8  m m

8 0  m m

16 6  m m

2 3 8  m m

5 3  m m

16 6  m m

2 6 3  m m

カ バーを開けた

と き の高さ ：  

3 2 5  m m

16 6  m m

5 3  m m

2 6 3  m m

カ バーを開けた

と き の高さ ：  

3 2 5  m m

174 .4  m m

2 6 3  m m

6 2 5 .1  m m

LR8 101 LR8 10 2

U SB コ ネクタ ー

外部制御端子

SD カ ード スロット

光同期コ ネクタ

LA N1 ポート

LA N 2 ポート

CA N 出力ポート

外部制御端子

警報機能

測定データ が設定した条件を満たしたときにブザーを鳴らし

たり 、 外部に警報信号を出力したり できます。

外部サンプリ ング

外部ク ロッ クに同期し たタ イミ ングでサンプリ ングを行い、

データ を記録します。

L A N ポート

LAN1 では、 通信コ マンド による設定やデータ 収集ができ

ます。 LAN2（ LR8102 のみ） では、 測定データ を UDP で

データ をリアルタイムに出力できます。  

CA N 出力ポート（ LR 8 10 2 のみ）

測定中リアルタイムに CAN で測定値を出力できます。

光同期（ LR 8 10 2 のみ）

大規模システム対応モデルの LR810 2 は、 本体同士をオプ

ショ ンの光接続ケーブルで 連結すること で 最大 3 0 0 0 ch ま

で測定チャネルを拡張できます。

インタ ーフェ イス

外形寸法

LR 8 1 0 1

174 .4  m m

2 6 3  m m

4 0 9  m m

電圧 ･ 温度モジュール  M 7 1 0 2 を 6 台装着時

L R 8 1 0 2 M 7 1 0 0

電圧 ･ 温度モジュール  M 7 1 0 2 を 1 0 台装着時

M 7 1 0 2

*突起物を 含まず

*突起物を 含む
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データ ロガー LR8 10 1 , LR8 10 2 仕様

最大モジュール 

接続台数

10 台

計測モジュール M 710 0  電圧・ 温度モジュール（ 15 チャネル）

M 710 2  電圧・ 温度モジュール（ 3 0 チャネル）

使用温湿度範囲 -10 °C ～ 5 0 °C、 8 0 %  RH 以下 （ 結露し ないこと ）

保存温湿度範囲 -2 0 °C ～ 6 0 °C、 8 0 %  RH 以下 （ 結露し ないこと ）

外形寸法 約 8 0 W  × 16 6 H  × 2 3 8 D m m（ 突起物を含まず）

質量 約 1.5  kg

付属品 使用上の注意、 取扱説明書、 Log g er A p p lication 

D isc（ DVD）

電源

AC アダプタ ー Z1016  AC アダプタ  （ DC 12  V ±10 % で駆動）

外部電源 DC 10  V ～ 3 0  V

インタ ーフェ イス

LA N ポート 数 1（ LR8101）

2（ LR810 2）

LA N1  機能 Log g er U tility によるデータ 収集、 記録条件設定

Log g er U tility による IP アド レスの初期設定

通信コ マンド による設定、 記録制御

FTP サーバーによるデータ 手動取得

FTP データ 自動送信（ FTP クラ イアント ）

H TTP サーバー機能

XCP on Ethernet（ TCP）

N TP クラ イアント 機能

LA N 2 機能 

（ LR810 2 のみ）

測定データ を UDP で出力

XCP on Ethernet（ UDP）

USB インターフェイス

（ ホスト ）

USB メ モリ ー

動作保証 : Z4 0 0 6  (16  GB)

SD カ ード スロット SD メ モリ ーカード /SDHC メ モリ ーカ ード 対応

動作保証 : Z4 0 01（ 2  GB）、 Z4 0 0 3（ 8  GB）

外部制御端子 パルス / ロジッ ク入力、 外部サンプリング入力、 外

部入出力 (4 )、 警報出力 (4 )、 CAN インタ ーフェ イス

(LR810 2 のみ )、 GN D 端子 (5 )

同期運転（ 複数台の本体の同期運転が可能 , LR 8 1 0 2 のみ）

同期可能台数 10 台

ラッ ク 装着イメ ージ

19 インチラッ クの場合、 一列に本体 1 台と モジュール 6 台を設置できます。

電圧・ 温度モジュール M 7 10 0 仕様

使用温湿度範囲 -10 °C ～ 5 0 °C、 8 0 %  RH 以下（ 結露し ないこと ）

耐電圧 AC 7.4  kV 1 分間（ 感度電流 1  m A） 各入力チャネル

（ +、−） ー LR8101 または LR810 2 本体間、各モジュー

ル間 AC 3 5 0  V 1 分間（ 感度電流 1 m A） 各入力チャ

ネル間（ + 、 −）

外形寸法 約 5 3 W  × 16 6 H  × 2 6 3 D m m（ 突起物を含まず）

質量 約 1.3  kg

入力チャネル数 15 チャネル

入力端子 M 3 ねじ 式端子台（ 1 チャネル当たり 2 端子）、 端子台

カバー装備

測定対象 電圧

熱電対（ K、 J、 E、 T、 N、 R、 S、 B、 C）

入力方式 半導体リレーによるスキャン方式、 フローティ ング不

平衡入力、 全チャネル絶縁

A /D 分解能 18 ビット

最大入力電圧 DC ±10 0  V

チャネル間最大電圧 DC 3 0 0  V

対地間最大定格電圧 DC 15 0 0  V 測定カテゴリ II 予想さ れる過渡過電圧 8 0 0 0  V

AC 10 0 0  V 測定カテゴリ II 予想さ れる過渡過電圧 6 0 0 0  V

モジュール間 

最大定格電圧

DC 15 0 0  V、 AC 10 0 0  V

入力抵抗 10 0  M Ω以上 ( 電圧 10  m V f.s . ～ 6  V f .s . レンジ , 

1-5  V f.s . レンジ , 熱電対 全レンジ）

1  M Ω ±5%  ( 電圧 10  V f.s . ～ 10 0  V f.s . レンジ )

データ 更新間隔 5  m s (*1)、 10  m s (*2 )、 2 0  m s、 5 0  m s、 10 0  

m s、 2 0 0  m s、 5 0 0  m s、 1  s、 2  s、 5  s、 10  s
*1:  本モジュールの全測定チャネルが電圧レンジ設定で、 使用チャネル数が

1 チャネルから 8 チャネルまでのと きに選択可能

*2 :  熱電対断線検出 OFF 設定時に選択可能

測定レンジ 電圧 : 10  m V f.s .、 2 0  m V f.s.、 10 0  m V f.s .、 

2 0 0  m V f.s .、1  V f.s.、2  V f.s.、6  V f.s .、10  V f.s.、

2 0  V f.s .、 6 0  V f.s.、 10 0  V f.s .、 1-5  V f.s .

熱電対 : 10 0 °C f.s .、 5 0 0 °C f.s .、 2 0 0 0 °C f.s .

電圧・ 温度モジュール M 7 10 2 仕様

使用温湿度範囲 -10 °C ～ 5 0 °C、 8 0 %  RH 以下（ 結露し ないこと ）

耐電圧 AC 3 .6  kV 1 分間（ 感度電流 1  m A）

各入力チャネル（ +、 −） ー LR8101/LR810 2 本体間、

各モジュール間

AC 3 5 0  V 1 分間（ 感度電流 1 m A） 各入力チャネル

間（ +、 −）

外形寸法 約 5 3 W  × 16 6 H  × 2 6 3 D m m（ 突起物を含まず）

質量 約 1.2  kg

入力チャネル数 3 0 チャネル（ 電圧、 熱電対についてチャネルごと 設定可能）

入力端子 押し ボタ ン式端子台（ 1 チャネル当たり 2 端子）、 

端子台カバー装備

測定対象 電圧

熱電対（ K、 J、 E、 T、 N、 R、 S、 B、 C）

入力方式 半導体リレーによるスキャン方式、 フローティ ング不平衡入力

全チャネル絶縁

A /D 分解能 18 ビット

最大入力電圧 DC ±10 0  V

チャネル間最大電圧 DC 3 0 0  V

対地間最大定格電圧 AC, DC 6 0 0  V 測定カ テゴリ II 予想さ れる過渡過電圧 4 0 0 0  V

モジュール間 

最大定格電圧

AC, DC 6 0 0  V

入力抵抗 10 0  M Ω以上 ( 電圧 10  mV f.s . ～ 6  V f.s . レンジ , 1-5  V f.s . 

レンジ , 熱電対 全レンジ )

1  M Ω ±5 %  ( 電圧 10 V f .s . ～ 10 0  V f .s . レンジ )

データ 更新間隔 10  m s (*1)、 2 0  m s (*2 )、 5 0  m s、 10 0  m s、 

2 0 0  m s、 5 0 0  m s、 1  s、 2  s、 5  s、 10  s
*1:   熱電対断線検出 OFF 設定で、使用チャネル数が 1 チャネルから 15 チャ

ネルまでのときに選択可能

*2 :   熱電対断線検出 OFF 設定、 もしく は熱電対断線検出 ON 設定で、 使

用チャネル数が 1 チャネルから 15 チャネルまでのと きに選択可能

測定レンジ 電圧 : 10  m V f.s .、 2 0  m V f.s.、 10 0  m V f.s .、 

2 0 0  m V f.s .、1  V f.s.、2  V f.s.、6  V f.s .、10  V f.s.、

2 0  V f.s .、 6 0  V f.s.、 10 0  V f.s .、 1-5  V f.s .

熱電対 : 10 0 °C f.s .、 5 0 0 °C f.s .、 2 0 0 0 °C f.s .

仕様



電源ケーブル L10 12A C アダプタ  Z1 0 16

本体オプショ ン： 電源、 同期用ケーブル

商用電源で本器を 駆動
（ AC 駆動）

末端未加工 , 約 2  m
外部電源で本器を 駆動
(DC 駆動 )

本体オプショ ン： 計測

ご注文・ 修理・ 校正のご用命は本社受注発送センターまで。  TE L 0 2 6 8 -2 8 -16 8 8  FAX は弊社営業拠点と 共有で受信できますので、 担当営業拠点宛にお願いします。販売店の皆様へ

校正書類は別途ご発注をお願いします。 海外へ持ち出しされる場合は注意事項があり ます。 詳しく は弊社 HP をご確認く ださ い。校正書類について
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製品に関するお問い合わせはこ ちら

お問い合わせは ...

本 社 〒3 8 6 -1 1 9 2  長野県上田市小泉8 1

LR8101_LR8102J4-42E

STEP 

4 LA N ケーブルを用意する
PC と 本体（ LAN 1 ポート ） 間に LAN ケーブルを 接続し ます。

スト レート 、 クロス変換コ ネクタ ー付属 5  m

L A N ケーブル 9 6 4 2

・  複数台の機器の設定を同時にするためにはハブおよび本体の

台数分のLA N ケーブルが必要です。

・  U D P出力の場合でも 、機器の設定用に各本体のLA N1に

LA N ケーブルを接続する必要があり ます。

STEP 

6 同期計測する
複数台同期計測する場合、本体台数分の光接続ケーブルが必要です。

必要な長さ に応じ て、L6101  またはL610 2を 選択します。

STEP 

2 電源を選ぶ
*本体に AC アダプタ や電源ケーブルは付属し ません。

STEP 

3 計測モジュールを選ぶ
必要な対地間電圧、 チャ ネル数、 サン プ リ ン グ速度で

選択し ます。

スト レ ート 、 ク ロス変換
コ ネク タ ー付属 5  m

L A N ケーブル 9 6 4 2

選定ガイド

STEP 

1 データ ロガー本体を選ぶ
チャ ネル数やデータ 出力手 段によ っ て選択し ます。

K 熱電対 9 8 1 0
（ 日本用）
温度測定範囲 -1 8 0 °C 〜 2 0 0 °C, 許容差ク ラ ス
2 , 長さ 5   m , 素線径φ 0 .3 2   m m , 5 本 /1 set

T 熱電対 9 8 11
使用温度範囲： -5 0 °C 〜 2 5 0 °C、 
許容差±1 .5 °C（ -4 0 °C 〜 2 0 0 °C） JIS C1 6 0 2  
ク ラ ス 1 相当 , 長さ 2 m , 素線径φ 0 .2  m m

K 熱電対 Z 2 0 2 0

モジュ ールオプショ ン： センサー

SD メ モリ カ ード Z 4 0 0 1
2  GB

SD メ モリ カ ード  Z 4 0 0 3
8  GB

U SB メ モリ  Z 4 0 0 6
1 6  GB

弊社オプショ ンの保存メ ディ アを必ず使用し てく ださ い。 弊社オプショ ン以外の保存メ ディ アを使用

すると 、 正常に保存や読み出し ができ ない場合があり 、 動作保証はできません。

本体オプショ ン： 保存メ ディ ア

A C アダプタ  Z1 0 1 6

商用電源で本器を 駆動

（ AC 駆動）

電源ケーブル L1 0 12

外部電源で本器を駆動
（ DC 駆動）

o r

o r

（ 日本用）

M 7 10 2 接続不可

接続概念図は7ページを参照く ださ い。

光接続ケーブル L6 1 0 1 光接続ケーブル L6 10 2

長さ 1  m 長さ 10  m

LR8 10 2 のみ対応

STEP 

5 データ 出力の方法を選ぶ

o r

データ ロガー LR 8 1 0 1

基本機能モデル

データ ロガー LR 8 1 0 2

高機能モデル

電圧・ 温度モジュール  

M 7 1 0 0

1 5 c h

最大 1 5 0 0  V

電圧・ 温度モジュール  

M 7 1 0 2

最大 6 0 0 V

3 0 c h

STEP4 から 新たに用意するも のはあり ません

■ LA N1 から出力する

LA N 2 ポート からデータ 出力する 場合は、さ ら にLA N ケーブルが

1本必要です。高速で大量のデータを転送しますのでカテゴリ7の

ケーブルを推奨します。

■ LA N 2 から出力する LR8 10 2 のみ対応

CA N ケーブルは本体台数分必要です。

■ CA N から出力する LR8 10 2 のみ対応

CA N ケーブル 9 7 1 3 -0 1

片側加工なし , 長さ 1.8  m

CA N ケーブル 9 7 13 -0 1
片側加工なし , 長さ 1.8  m

LR8 10 2 のみ対応LR8 10 2 のみ対応

光接続ケーブル L6 1 0 1

光接続ケーブル L6 1 0 2

長さ 1  m

長さ 1 0  m

CA N 出力用CA N 出力用

複数台同期

計測用

株式会社マックシステムズ 
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・刈 谷 営 業 所　〒448-0003　刈谷市一ツ木町3-1-14
 　　　　　 TEL：(0566) 63-6801     FAX：(0566) 63-6800
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